







































元あるいは個人的な「無意識」の領域、そしてそれよりももっと深い、心理学者 C. G. ユング（Carl 










ラダイム転換に向けて―』（藤原書店 2001 年）で、いち早く指摘している1。 
筆者は、南方とユング、両者の思想をつなぐ最重要人物は、英国心霊現象研究協会（The Society for 







Psychical Research、通称 SPR）の重鎮 F. W. H. マイヤーズ（Frederick William Henry Myers、
1843～1901 年）だと考えている。マイヤーズは subliminal self や telepathy という語を創出した人
物で、ユングの思想にも大きな影響を与えたことでも知られている。南方も、1904 年頃、マイヤー






























                                                   
2 南方とマイヤーズの関係については、拙文「南方熊楠と「テレパシー」という言葉に関する考察」（『エコ・フィ
ロソフィ研究』Vol.9 東洋大学 2015 年）及び「那智山における超感覚的知覚現象―南方熊楠による記述と『ヒュ






















































それを記録することによって、例えば A から G への




























































































                                                   



































































































































































なり。（1903 年 8 月 8 日付土宜法龍宛書簡、傍点及びルビ
―原文ママ）［往復書簡：333-334］ 
 




















































                                                   
9 ユング心理学では「普遍的（集合的）無意識」の領域には、「元型」と呼ばれる「全人類に普遍的に認められる
モチーフ」［河合 1967：100］があるとされる。また河合は、それは「人間が、生来もっている「行動の様式」













ではその皮を衣るを得ず。（1914 年 1 月「虎に関する史話と伝説、民俗（3）虎と人やその他の














































































































































南方は「縁に至りては一瞬に無数にあう」（1903 年 8 月 8 日付土宜法龍宛書簡）［往復書簡：334］
と言い、そして「因果の行動が、軌道をはずれゆき、またはずれた物が、軌道に復しゆく」（1903 年
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